
 

TEAM MITANI 

2026MFJ 全日本トライアル選手権シリーズ 

Rd.２ もてぎ大会 参戦レポート 

「IA☆優勝☆ IAS☆２位☆＆６位表彰台！！」 
 

チーム体制 

監督・三谷知明     

副監督・三谷英明 

TEAM MITANI Honda  

小川友幸（RTL301RR） 武田呼人（RTL301RR） 

HRCクラブMITANI 

久岡孝二（RTL301RR） 浦山瑞希（RTL301RR） 村田慎示（RTL301RR） 古市光（RTL260R） 

冨田正義（RTL260R） 古市右京（RTL260R） 

VERTIGO with MITANI 

川添蒼太（NITRO RS2 3.0） 村田隼（NITRO 2.5） 

 

出場選手権：全日本トライアル選手権（全７戦）＋CITY TRIAL（IAS全日本格式）＋世界戦MOTEGI      

● 国際Ａ級スーパークラス 

ライダー   ： 小川友幸（４９歳） 武田呼人（２４歳） 久岡孝二（２７歳）  

アシスタント orサポート  ：  田中裕大＆川村道徳（小川友幸選手）、久岡誠二（久岡孝二選手）、 

加賀国光（武田呼人選手） 

● 国際Ａ級クラス 

ライダー   ： 浦山瑞希（１８歳） 村田慎示（５２歳） 川添蒼太（２４歳） 村田隼（２３歳） 古市光（２９歳） 

小倉功太郎（２６歳） 

アシスタント ：   浦山和巳（浦山瑞希選手） 上田万法（村田慎示選手）、 村上慈恩（村田隼選手）、 

             小倉暁（小倉功太郎選手） 

● 国際 B級クラス 

ライダー   ： 奥田欽哉（６４歳）  冨田正義(５８歳)  古市右京(５２歳) 

アシスタント ： 古市光（古市右京選手） 

 

メカニック：小川千秋 武田典久  顧問・相談役：川村道徳  写真：高橋明男   

チームフォロー：三谷将己 田中芳樹 山口賢吾 

 

2026全日本活動 メンバー TOPICS 

 

☆IAS：小川友幸選手がケガから復帰！ 
 

 

 

 

 

 

 



全日本トライアル選手権 第２戦 もてぎ大会 

■開催日：202６年５月３１日 

■開催地：栃木県・モビリティリゾートもてぎ 

■天候：晴れ 

■競技：10セクション×2ラップ＋SS-2セクション 

■持ち時間：４時間３０分（１０セクション×２ラップ） 

■最多クリーン数：氏川政哉（ヤマハ）／１８ 

 

 

成績 

● 国際Ａ級スーパークラス 

☆２位☆：武田呼人   ６位：久岡孝二   ７位：小川友幸 

● 国際Ａ級クラス 

☆１位☆：浦山瑞希   ９位：村田慎示   １５位：村田隼 

● 国際 B級クラス 

１６位：奥田欽哉    ３６位：古市右京    

 

 

（Rd.２ もてぎ大会） 

 

世界戦が行われた翌々週は、もてぎの全日本トライアル選手権がここ近年では恒例となりました。世界戦より

も観戦しやすく、シンプルな設定でお客様にわかりやすいトライアルのセクションでした。少し残念なのは、ここ

MOTEGIだけ、エントリー料金が高く、参加台数に影響が出ていたこと。エントリー台数を増やしていきたい業

界の活動とは逆に作用してしまった。トライアル業界にふさわしい公認のあり方や運営をＭＦＪにはお願いした

い。 

 

 

202６ Rd.２ PIT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 R-1 PIT 

 

 

 



● 国際 B級クラス１６位 

ゼッケン３５：奥田欽哉選手  
TEAM MITANI TRRS300 

 

MOTEGIは相性のいい会場で、今年もポイント獲得を狙

う。１ｌａｐ終了時１５位でしたが、なんと同点クリーンの差で１６

位と悔し涙となる。地方戦で１５位くらいなのに全日本では、

成績を出してくるところは、全日本の成績の出し方を知ってい

る走りをするからだろうと思う。 

 

● 国際 B級クラス３６位 

ゼッケン６１：古市右京選手  

HRCクラブMITANI RTL260R 

 

レースの走り方、まとめ方に苦戦しているようだ。昇格初年

度で不慣れな部分はあると思いますが、少しの考え方や意識

で大きく成績は変わってきます。ピンポイントでここというの

は難しいが、ほんの少しのきっかけや、これができたらという

技術でもあると変われると思います。 

 

● 国際Ａ級クラス☆1位☆ 

ゼッケン 9：浦山瑞希選手  
HRCクラブMITANI RTL301RR 

 

就職しての今シーズンは、開幕戦欠場。この Rd.2 が今年の

初戦となる。出場できれば優勝するのでは？の予想通り IAで

は、１ランク上の走りを見せつける。不本意な減点５点があっ

たもののそれ以外は、ほぼパーフェクト。浦山選手が走るとＩＡ

のセクションも簡単に見えるくらい乗れている。接戦を制して

初優勝を飾る！！ 

 

● 国際Ａ級クラス９位 

ゼッケン１６：村田慎示選手  
HRCクラブMITANI RTL301RR 

 

序盤はいいところと悪いところが交差する走りで、１１番手

で折り返す。元ＩＡＳメンバーの技術には及ばないものの、今ま

でのＩＡメンバーの中では上位に入る９位一桁を獲得する。 

 

● 国際Ａ級クラス１５位 

ゼッケン 25：村田隼選手  
VERTIGO with MITANI  NITRO2.5 

 

メンタルに課題を残すライダーだが、わりと全日本の本番で

成績を出す走りができる。緊張しているほうが良いライダーな

のかもしれない。本人はガチガチで硬い走りとなってしまった

ことを反省したりしているが、その緊張感で走破力につながっ

ている場合もある。のびのび走るというよりは、きちんと慎重

に走るスタイルが今回もポイント獲得する走りにつながった。 

 

 

 

 

 



● 国際Ａ級スーパークラス☆２位☆ 

ゼッケン７：武田呼人選手  

TEAM MITANI Honda RTL301RR 

 

世界戦とはうって変わって、自分のレースする場に戻った感

じで、終始いいメンタルでレースができていた。まだまだ、イー

ジーミスはあるものの、自分のレースができるまでは、我慢し

ているのがわかるレースだった。たとえ不本意なところでの減

点があっても動じず最小限に抑え、得意な部分で波にのせる

展開をしていた。大量減点をとらないように序盤は手堅く走

り、攻めるところは、のびのび攻めていた。世界戦での反省の

成果がでた結果となる、２位表彰台を獲得！自己最高位だ！ 

 

 

● 国際Ａ級スーパークラス６位 

ゼッケン６：久岡孝二選手  
HRCクラブMITANI RTL301RR 

 

新しいハードを手に入れて初の全日本チャレンジだ。世界戦

で課題も見つかり、対策をして準備を整えた。ウォーミングア

ップ時の不具合もメカニックと一緒に対策して、意識をもって

挑んでいたのが印象的だ。武田とは逆に、ＩＡＳ上位陣がクリー

ンするところでおとさない自信を持った安定感が評価できる

ところだ。難度のあるセクションでの失敗でメンタルを取り乱

すところが欠点だ。レース中のそういうところをなくせば、表

彰台も可能だ。６位入賞。 

 

 

● 国際Ａ級スーパークラス７位 

ゼッケン８：小川友幸選手  
TEAM MITANI Honda RTL301RR 

 

怪我以外は、精神的に良い状況で会場入りした。自身がレー

スしやすい環境を整えていた。期待通り確実な走りは１ｌａｐ目

２位と僅差の争い。２ｌａｐ目も落とさない走りで８ｓｅｃまで順

調だったが、勝負セクションでのアタックでバイクと離れる転

倒をし、そこで足を痛める。３０分ほどメディカルで怪我の処

置をして、復帰するも足はかなり痛そうだ。それでも２位にな

れる状況でＳＳ勝負になる。ＳＳ１は見事にクリーンだったが、

審判は５点の判定。このイージーミスが２位の流れから７位に

後退する結果となった。実力は健在だ。流れというのは１年を

通して重要なのは小川選手自身が一番よくわかっているはず

だ。巻き返しに期待したい。 

 



 

 

IASクラス 表彰式                                      IAクラス 表彰式              

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               帰りの時間の関係で、浦山選手の 

                                                 代理でHRCクラブ荘内 監督 

                                                 荒生様に出席していただきました。 

 

 

 

 

 

 

Next Race 

２０２６年６月２１日 全日本トライアル選手権 Rd.3 北海道・和寒大会 わっさむサーキット 

 

記 TEAM MITAN：三谷知明 

 

チームスポンサー企業様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


